
源
泉
掛
け
流
し
の
酸
性
泉

湯
量
豊
富
な
名
湯
を
満
喫

種
類
豊
富
な「

」の
湯

ふ
た
ば

乳
白
色
の
天
然
硫
黄
泉

展
望
抜
群
の
空
中
庭
園
露
天
風
呂


％
の
源
泉
掛
け
流
し
温
泉

名
取
川
の
清
流
を
望
む

滝
を
眺
め
る
展
望
大
浴
場

開
放
的
な
露
天
風
呂

　
福
島
県
あ
だ
た
ら
高
原
、

岳
温
泉
の
「
陽
日
の
郷
（
ゆ

い
の
さ
と
）
あ
づ
ま
館
」

（
藤
井
宏
二
社
長
）
は
、
安

達
太
良
山
火
口
近
く
か
ら
こ

ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
源
泉
を

引
き
、
掛
け
流
し
で
利
用
し

て
い
る
。
湯
は
全
国
で
も
珍

し
い
ｐ
Ｈ
２
・


の
酸
性
泉
。

広
々
と
し
た
大

浴
場
、
開
放
的

な
露
天
風
呂
で

味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
。

　
源
泉
は
標
高

１
４
５
０
㍍
地

点
に
あ
る
自
然

湧
出
の

カ
所

の
う
ち
の
一

つ
。
そ
れ
を
８

㌔
と
い
う
長
大

な
１
本
の
管
で

引
湯
し
て
い

る
。
強
い
酸
性
泉
は
長
い
管

の
中
で
も
ま
れ
て
マ
イ
ル
ド

に
な
り
、
入
浴
後
の
さ
ら
っ

と
し
た
肌
触
り
は
他
の
温
泉

で
は
体
感
で
き
な
い
爽
快
感

が
あ
る
と
い
う
。

　
大
浴
場「
俳
句
の
湯
」は
、

昭
和
の
俳
人
、
宇
田
零
雨
が

詠
ん
だ
俳
句
の
句
碑
や
レ
リ

ー
フ
が
あ
る
。
源
泉
掛
け
流

し
の
湯
に
浸
り
な
が
ら
一
句

詠
む
の
も
ま
た
一
興
だ
。

　
露
天
風
呂
は
総
ひ
の
き
造

り
と
一
枚
岩
を
く
り
抜
い
た

浴
槽
の
「
月
見
風
呂
」
「
花

見
風
呂
」
が
あ
る
。
あ
だ
た

ら
の
澄
み
切
っ
た
空
を
眺
め

な
が
ら
癒
や
し
の
ひ
と
時
を

楽
し
め
る
。

　
▽
福
島
県
二
本
松
市
岳
温

泉
１
の
５
。
☎
０
２
４
３

（
２
４
）
２
２
１
１
。http:

//www.azumakan.com/

露
天
風
呂
を
備
え
た
「
清
流
の
湯
」

　
９
本
の
自
家
源
泉
を
持

ち
、
豊
富
な
湯
量
を
誇
る
神
奈
川
県
箱
根
湯
本
温
泉
の
ホ

テ
ル
河
鹿
荘
（
井
島
誠
行
社

長
）
。
展
望
抜

群
の
「
清
流
の

湯
」
と
川
の
せ

せ
ら
ぎ
を
感
じ

る
「
早
雲
の

湯
」
、
二
つ
の

大
浴
場
が
好
評

だ
。

　
清
流
の
湯
は

６
階
の
展
望
露

天
風
呂
。
木
目

が
美
し
い
ウ
ッ

ド
テ
ラ
ス
に
４

タ
イ
プ
の
露
天

風
呂
を
備
え
た

「
ほ
し
み
四

湯
」
や
檜
で
で

き
た
樽
型
の

「
は
な
み
の
湯
」
な
ど
が
あ

る
。
２
階
の
早
雲
の
湯
は
、

岩
と
檜
の
二
つ
の
露
天
風
呂

と
内
湯
。
内
湯
は
幅
が

㍍

と
広
々
と
し
、
窓
が
大
き
く

て
明
る
い
。

　
清
流
の
湯
と
早
雲
の
湯
は

男
女
入
れ
替
え
制
で
、
１
泊

２
日
の
滞
在
で
も
朝
湯
に
入

れ
ば
両
方
を
堪
能
で
き
る
。

　

の
客
室
の
う
ち

室
が

露
天
風
呂
付
き
。
毎
月
献
立

を
変
え
る
料
理
も
自
慢
で
、

相
模
湾
の
旬
の
魚
介
を
中
心

に
逸
品
が
そ
ろ
う
。
自
然
豊

か
な
立
地
だ
が
、
東
京
か
ら

新
幹
線
で

分
と
交
通
の
利

便
性
も
よ
い
。

　
▽
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱

根
町
湯
本
６
８
８
。
☎
０
４

６
０
（
８
５
）
５
５
６
１
。

http://www.kajikaso.co.jp/

展
望
大
浴
場

　
越
後
湯
沢
温
泉
の
中
で
も

ひ
と
き
わ
高
い
丘
の
上
に
建

つ
「
ホ
テ
ル
双
葉
」
（
小
林

庄
一
社
長
）
。
最
大
の
魅
力

は
な
ん
と
い
っ
て
も
風
呂

だ
。
温
泉
施
設
は
名
付
け
て

「
二
十
八（
ふ
た
ば
）の
湯
」。

「
ぱ
ぱ
ら
く
」「
ま
ま
ら
く
」

「
山
の
湯
」

「
里
の
湯
」
の

４
カ
所
の
大
浴

場
が
あ
り
、
そ

の
中
で

の
湯

巡
り
が
で
き
る

こ
と
か
ら
こ
の

名
が
付
い
た
。

薬
草
三
昧
の
風

呂
や
深
さ
が
１

１
０
㌢
の
「
び

っ
く
り
立
ち

湯
」
な
ど
、
個

性
豊
か
な
浴
槽

が
そ
ろ
う
。

　
客
室

室
の

う
ち

室
が
露
天
風
呂
付
き

と
い
う
ぜ
い
た
く
さ
も
魅

力
。

　
地
域
の
伝
統
織
物
文
化
を

継
承
す
る
宿
と
し
て
昨
夏
、

魚
沼
の
織
物
を
テ
ー
マ
と
し

た
新
客
室
「
お
ぢ
や
」
「
と

お
か
ま
ち
」
「
し
お
ざ
わ
」

を
オ
ー
プ
ン
。
中
に
は
先
代

女
将
着
用
の
着
物
も
再
生
活

用
し
て
い
る
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
食
事

処
「
万
葉
茶
屋
」
に
食
事
処

「
万
葉
の
小
径
」
、
個
室
ダ

イ
ニ
ン
グ
「
花
暦
」
と
合
わ

せ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
も
展

開
し
、
料
理
長
こ
だ
わ
り
の

料
理
を
提
供
す
る
。

　
▽
新
潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢

町
大
字
湯
沢
４
１
９
。
☎
０

２
５（
７
８
４
）３
３
５
７
。

http://www.hotel-futaba.co
m/

湯
小
屋
「
玉
子
湯
」
の
湯
船

　
古
く
は
奥
州
三
高
湯
に
数

え
ら
れ
る
、
福
島
県
・
高
湯

温
泉
。
そ
れ
を
代
表
す
る
の

が
旅
館
玉
子
湯
（
後
藤
省
一

社
長
）
だ
。
多
量
に
湧
き
出

す
乳
白
色
の
お
湯
は
、
一
切

の
加
水
、
加
温
、
消
毒
を
行

わ
な
い
源
泉
か
け
流
し
の
硫

黄
泉
。
東
北
屈
指
の
薬
湯
と

し
て
も
名
高
く
、
神
経
痛
を

は
じ
め
諸
病
に
悩
む
人
々
を

癒
や
し
て
き
た
。

　
平
成

年
、
そ
の
療
養
効

果
を
科
学
的
見
地
か
ら
検
証

す
る
実
証
事
業
に
取
り
組
ん

だ
。
定
期
的
な
入
浴
前
後
の

体
温
、
血
圧
、
採
血
に
よ
る

検
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
基

礎
体
温
の
上
昇
、
血
圧
の
正

常
値
範
囲
内
へ
の
改
善
、
活

性
酸
素
の
濃
度
の
低
減
が
見

ら
れ
、
病
気
を
未
然
に
防
ぐ

効
果
が
期
待
で
き
る
結
果
と

な
っ
た
。

　
広
々
と
し
た
庭
園
に
は
、

趣
の
あ
る
茅
葺
き
の
湯
小
屋

「
玉
子
湯
」
が
１
５
０
年
前

の
創
業
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
姿

で
湯
浴
み
客
を
迎
え
る
。
湯

小
屋
か
ら
さ
ら
に
歩
く
と
、

女
性
専
用
の
露
天
風
呂
、
二

つ
の
野
天
岩
風
呂
、
足
湯
が

点
在
す
る
。
春
か
ら
夏
は
輝

く
緑
、
秋
は
紅
葉
、
冬
は
降

り
積
も
る
雪
を
楽
し
み
な
が

ら
思
う
存
分
、
湯
め
ぐ
り
を

楽
し
み
た
い
。

　
▽
福
島
県
福
島
市
町
庭
坂

字
高
湯
７
。
☎
０
２
４
（
５

９
１
）１
１
７
１
。http://w

ww.tamagoyu.net/
多彩な料理が並ぶブッフェ

空中庭園露天風呂

　
栃
木
県
・
鬼
怒
川
温
泉
の

老
舗
旅
館
、
あ
さ
や
（
八
木

澤
哲
男
社
長
）
は
、
自
家
源

泉「
子
宝
の
湯
」を
所
有
し
、

豊
富
な
湯
を
た
た
え
た
多
彩

な
風
呂
が
人
気
だ
。

　
湯
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温

泉
で
肌
触
り
が
良
い
。
さ
ま

ざ
ま
な
風
呂
が
、
吹
き
抜
け

ロ
ビ
ー
が
華
や
か
な
「
秀
峰

館
」
、
和
の
情
緒
が
漂
う

「
八
番
館
」
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。

　
秀
峰
館
の

階
、
展
望
抜

群
の
空
中
庭
園
露
天
風
呂
は

川
面
か
ら
約

㍍
と
い
う
、

鬼
怒
川
で
最
も
高
い
場
所
に

位
置
す
る
。
鬼
怒
川
ラ
イ
ン

下
り
で
使
用
す
る
舟
の
浴
槽

に
加
え
、
山
々
を
眺
め
な
が

ら
入
浴
で
き
る
立
ち
湯
、
空

を
見
上
げ
る
寝
湯
な
ど
、
９

種
の
湯
船
を
楽
し
め
る
。

　
秀
峰
館
に
男
性
用
大
浴
場

「
麻
の
湯
」
、
女
性
用
大
浴

場「
紅
葉
の
湯
」、

貸
切
風
呂
「
打
ち

出
の
小
槌
の
湯
」

が
あ
る
。
八
番
館

に
は
「
滝
の
湯
」

が
あ
り
、
男
女
そ

れ
ぞ
れ
の
大
浴
場

に
露
天
風
呂
、
座

湯
が
あ
る
。
女
性

客
に
は
ナ
ノ
ミ
ス

ト
サ
ウ
ナ
や
シ
ル

キ
ー
風
呂
が
お
す

す
め
。

　
客
室
数
は
１
９
２
室
。
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
な
和
室
や
洋

室
、
露
天
風
呂
付
き
客
室
な

ど
、
好
み
で
選
べ
る
多
様
な

客
室
を
用
意
し
て
い
る
。
今

年
７
月
に
は
秀
峰
館
の
最
上

階
に
眺
望
風
呂
付
和
洋
室

「
雅
」
が
誕
生
。
随
所
に
配

し
た
地
元
栃
木
の
「
鹿
沼
組

子
」
が
和
の
空
間
を
引
き
立

て
る
、
上
品
で
優
雅
な
和
洋

室
と
な
っ
て
い
る
。

　
食
事
は
ブ
ッ
フ
ェ
が
人

気
。
旬
の
素
材
を
和
洋
中
１

０
０
種
以
上
の
料
理
で
提

供
。
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
で

は
目
の
前
で
天
ぷ
ら
、
ス
テ

ー
キ
な
ど
を
調
理
す
る
。
今

年
２
月
に
新
設
さ
れ
た
ピ
ザ

窯
で
は
、
焼
き
立
て
の
石
窯

ピ
ッ
ツ
ァ
を
提
供
し
て
い

る
。
デ
ザ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
も

充
実
。
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
部

屋
や
個
室
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
で

の
会
席
料
理
を
選
ぶ
こ
と
も

で
き
る
。

　
館
内
施
設
で
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
ク
テ
ル
な
ど
が
味
わ

え
る
バ
ー
「
ザ
・
バ
ー
」
、

地
酒
や
焼
酎
が
楽
し
め
る
和

モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
の
居
酒
屋

「
き
ぬ
の
蔵
」
も
好
評
。

　
大
好
評
の
「
あ
さ
や
特
製

和
牛
カ
レ
ー
」
も
発
売
中
。

ブ
ッ
フ
ェ
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

が
味
わ
え
る
。

　
▽
あ
さ
や
は
栃
木
県
日
光

市
鬼
怒
川
温
泉
滝
８
１
３
。

☎
０
２
８
８
（
７
７
）
１
１

１
１
。http://www.asaya-ho

tel.co.jp/

女性露天風呂

長栄館の外観

　
岩
手
県
盛
岡
市
の
奥
座

敷
、
鶯
宿
温
泉
に
あ
る
長
栄

館（
照
井
貴
博
社
長
）は
、自

然
の
懐
に
抱
か
れ
た
隠
れ
宿

の
雰
囲
気
を
持
つ
旅
館
だ
。

　
岩
手
有
数
の
観
光
施
設
、

小
岩
井
農
場
や
つ
な
ぎ
温
泉

に
近
く
、
田
沢
湖
や
秋
田
・

角
館
な
ど
へ
の
観
光
に
と
て

も
便
利
な
場
所
に
あ
る
。
日

本
旅
館
の
伝
統
を
重
ん
じ
、

宿
の
原
点
で
あ
る
「
宿
心
」

で
宿
泊
客
を
も
て
な
す
。

　
国
内
の
温
泉
で
も
約
１
％

し
か
存
在
し
な
い
と
い
わ
れ

る
、
一
滴
の
水
も
混
ぜ
て
い

な
い
１
０
０
％
の
源
泉
か
け

流
し
の
天
然
温
泉
が
自
慢
。

湧
出
量
は
毎
分
千
㍑
と
い
う

豊
富
さ
を
誇
る
。
鶯
宿
温
泉

で
専
用
自
家
源
泉
を
持
つ
の

は
長
栄
館
だ
け
だ
。

　
源
泉
を
ろ
過
し
な
い
た
め

湯
殿
に
は
湯
の

花
が
浮
か
ん
で

お
り
、
新
鮮
な

湯
を
溢
れ
る
ま

ま
に
堪
能
で
き

る
の
は
何
と
も

贅
沢
。
Ｐ
Ｈ
８

・
３
の
弱
ア
ル

カ
リ
性
単
純
硫

化
水
素
泉
で
湯

上
り
の
肌
は
と

て
も
滑
ら
か
な

感
触
に
な
り
、「
美
肌
の
湯
」

と
し
て
女
性
客
に
好
ま
れ
て

い
る
。

　
長
栄
館
で
は
、
深
夜
零
時

か
ら
男
女
と
も
に
全
て
の
浴

槽
の
お
湯
を
抜
き
、
２
時
間

か
け
て
湯
船
の
清
掃
を
行

う
。
そ
し
て
早
朝
５
時
半
か

ら
の
入
浴
に
合
わ
せ
、
３
時

間
か
け
て
新
し
い
お
湯
を
注

ぐ
。
早
く
目
覚
め
た
人
は
ぜ

ひ
入
浴
を
。
天
然
温
泉
の
素

晴
ら
し
さ
が
改
め
て
実
感
で

き
る
。

　
ま
た
、
鶯
宿
川
の
せ
せ
ら

ぎ
を
聞
き
な
が
ら
入
る
露
天

風
呂
も
お
す
す
め
。
女
性
露

天
風
呂
は
男
風
呂
よ
り
も
大

き
く
仕
上
が
っ
て
い
る
。
四

季
折
々
で
表
情
を
変
え
る
鶯

宿
川
の
自
然
を
露
天
風
呂
か

ら
眺
め
る
の
も
ま
た
格
別
。

　
温
泉
に
入
っ
た
後
は
長
栄

館
自
慢
の
夕
食
が
待
っ
て
い

る
。
岩
手
の
旬
の
食
材
を
丹

精
込
め
て
調
理
し
た
、
全
て

手
づ
く
り
の
和
食
膳
。
「
極

上
の
湯
を
楽
し
ん
だ
後
は
本

当
に
お
い
し
い
食
事
を
、
ゆ

っ
く
り
寛
ぎ
な
が
ら
味
わ
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
料
理
長

の
思
い
が
一
皿
一
皿
に
込
め

ら
れ
て
い
る
。
朝
食
は
バ
イ

キ
ン
グ
で
な
く
、
和
の
膳
で

ゆ
っ
く
り
と
味
わ
え
る
の
も

魅
力
だ
。

　
▽
岩
手
県
岩
手
郡
雫
石
町

鶯
宿
６
の
７
。
☎
０
１
９

（
６
９
５
）２
１
２
１
。htt

p://www.choeikan.com

眼下には清流「名取川」を望む離れ「山水庵」の
内風呂

別館にある洞窟風の露天風呂
「せせらぎ」

　
奥
州
三
名
湯
の
一
つ
、
宮

城
県
・
秋
保
温
泉
に
あ
る
ホ

テ
ル
き
よ
水
（
山
口
千
穂
子

社
長
）
。
豊
か
な
山
の
自
然

に
囲
ま
れ
、
近
く
に
他
の
宿

泊
施
設
も
な
い
た
め
、
一
軒

宿
の
よ
う
な
静
け
さ
。
宿
泊

客
に
「
心
か
ら
休
め
た
と
思

え
る
時
間
」
を
過
ご
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
「
料
理
人
の

心
」
「
お
も
て
な
し
の
心
」

「
遊
び
の
心
」
と
い
う
三
つ

の
心
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　
熟
練
の
料
理
人
が
、
厳
選

し
た
東
北
の
山
海
の
幸
を
使

い
、
こ
だ
わ
り
の
品
を
一
つ

一
つ
心
を
込
め
て
調
理
す

る
。
夕
食
は
会
席
膳
、
朝
食

は
和
食
膳
を
提
供
。
食
べ
て

お
い
し
く
、
健
康
に
も
配
慮

し
た
献
立
だ
。
バ
イ
キ
ン
グ

と
は
一
味
違
う
旬
の
味
覚
を

堪
能
で
き
る
。

　
フ
ロ
ン
ト

係
、
接
客
係
を

は
じ
め
と
す
る

す
べ
て
の
従
業

員
は
、
お
も
て

な
し
の
心
を
持

っ
て
対
応
す

る
。
や
っ
と
帰

り
つ
い
た
我
が

家
の
よ
う
な
温

か
さ
で
接
す
る

よ
う
日
々
努
め

て
い
る
。

　
遊
び
の
心
は
、
宿
泊
客
に

館
内
で
ゆ
っ
く
り
と
寛
い
で

も
ら
う
た
め
の
仕
掛
け
。
そ

の
一
つ
は
客
室
で
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
タ
イ
プ
の
和
室
は
す
べ

て

畳
以
上
と
広
い
。
も
う

一
つ
が
、
同
館
が
誇
る
浴
場

施
設
だ
。

　
本
館
に
あ
る
大
浴
殿
（
内

風
呂
）
と
露
天
風
呂
か
ら
は

名
取
川
の
清
流
が
望
め
る
。

温
泉
の
各
種
効
果
と
あ
わ

せ
、
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
。

　
離
れ
の
客
室「
山
水
庵
」

「
楽
々
」「
清
風
」に
は
内
風

呂
、
露
天
風
呂
を
設
置
。
名

取
川
が
よ
り
近
く
に
見
え
、

絶
景
を
独
り
占
め
で
き
る
。

　
別
館
の
内
風
呂
、
露
天
風

呂
は
森
側
に
あ
り
、
新
緑
、

紅
葉
も
楽
し
め
る
。
内
風
呂

は
男
女
そ
れ
ぞ
れ
で
趣
が
異

な
り
、
男
性
用
は
岩
風
呂
、

女
性
用
は
檜
を
メ
イ
ン
と
し

た
造
り
。
一
方
、
露
天
風
呂

は
男
女
と
も
に
洞
窟
風
の
風

呂
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
三
つ
の
貸
切
風

呂
（
家
族
風
呂
）
も
設
け
ら

れ
て
い
る
。
宿
泊
客
は
無
料

で
利
用
で
き
、
時
間
や
回
数

の
制
限
も
な
く
、
ゆ
っ
く
り

入
浴
で
き
る
。

　
▽
宮
城
県
仙
台
市
太
白
区

秋
保
町
湯
元
字
平
倉
１
番

地
。
☎
０
２
２
（
３
９
７
）

２
５
５
５
。https://www.kiy

o-mizu.jp/miryoku/

太子の湯

展望大浴場「瀧の湯」

　
福
島
市
内
か
ら
車
で
約


分
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

た
土
湯
温
泉
は
聖
徳
太
子
の

伝
説
が
残
る
、
歴
史
あ
る
温

泉
地
だ
。
山
水
荘
（
渡
辺
和

裕
社
長
）
は
そ
の
土
湯
温
泉

を
代
表
す
る
旅
館
で
、
隣
に

は
一
級
河
川
に
指
定
さ
れ
、

日
本
一
の
清
流
に
も
数
え
ら

れ
て
い
る
荒
川
が
流
れ
て
お

り
、
こ
の
川
が
作
り
出
し
た

景
勝
が
四
季
折
々
で
違
っ
た

顔
を
覗
か
せ
る
。

　
山
水
荘
は
荒
川
と
二
段
の

滝
を
眺
め
る
展
望
大
浴
場
や

野
湯
、
「
太
子
の
湯
」
、
５

カ
所
の
貸
切
風
呂
な
ど
を
持

つ
温
泉
三
昧
の
宿
で
、
宿
泊

客
の
心
と
体
を
癒
す
。

　
６
階
の
展
望
大
浴
場
「
瀧

の
湯
」
か
ら
は
、
荒
川
と
そ

れ
を
取
り
巻
く
雄
大
な
景
勝

を
大
パ
ノ
ラ
マ
で
、
湯
船
に

浸
か
り
な
が
ら
存
分
に
味
わ

う
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
も

う
一
つ
の
展
望

大
浴
場
「
淵
の

湯
」
は
旅
館
で

は
珍
し
い
２
階

建
て
の
造
り
に

な
っ
て
お
り
、

浅
湯
、
深
湯
の

さ
ま
ざ
ま
な
湯

船
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。

　
瀧
の
湯
と
淵
の
湯
は
日
替

わ
り
の
男
女
交
代
制
で
、
宿

泊
客
は
前
日
と
は
異
な
る
趣

の
風
呂
を
楽
し
め
る
。

　
３
階
に
は
聖
徳
太
子
の
名

を
冠
し
た
露
天
風
呂
、
太
子

の
湯
が
あ
る
。
山
水
荘
の
象

徴
的
な
存
在
だ
。
荒
川
二
段

の
滝
が
圧
倒
的
な
水
量
で
流

れ
落
ち
る
様
は
ま
さ
に
絶

景
。
自
然
の
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
と
開
放
感
に
浸
れ
る
源
泉

か
け
流
し
の
露
天
風
呂
は
ぜ

ひ
堪
能
し
た
い
。
今
で
は
珍

し
い
男
女
混
浴
制
を
と
っ
て

い
る
が
、
女
性
専
用
の
時
間

（
午
後
７
～

時
）
も
設
け

て
い
る
の
が
う
れ
し
い
。

　
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
連
れ
に

お
勧
め
な
の
が
貸
切
風
呂

だ
。
半
露
天
の
「
石
の
湯
」

「
樽
の
湯
」
、
内
湯
の
「
か

わ
せ
み
」
「
お
し
ど
り
」
、

そ
し
て
露
天
の「
星
天
の
湯
」

が
あ
り
、

分
で
１
０
８
０

円
（
税
込
み
）
と
手
ご
ろ
な

料
金
で
利
用
で
き
る
。
贅
沢

な
時
間
を
恋
人
や
家
族
と
と

も
に
過
ご
し
た
い
方
に
お
勧

め
だ
。

　
原
発
事
故
の
影
響
も
ほ
と

ん
ど
な
い
。
未
曽
有
の
大
震

災
に
も
負
け
ず
に
、
今
な
お

慕
わ
れ
る
山
水
荘
の
温
泉
で

心
身
と
も
に
ほ
っ
こ
り
と
な

っ
て
ほ
し
い
。

　
▽
福
島
県
福
島
市
土
湯
温

泉
町
字
油
畑

。
☎
０
２
４

（
５
９
５
）２
１
４
１
。htt
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